














90

寿命は3か月程度であると推定されているが,

雄蜂および女王蜂ではわかっていない.

フェロモン

ミツバチの大顎腺 か ら分泌 されている

9-ODA(9-ket0-m)2-decenoicacid)は,女王蜂物

質であると考えられているが,オオツバチの

女王蜂の大顎腺を分析するとこの物質の含有

量が極めて多く,働き蜂ではほとんど存在し

ないことがわかった (01droydandWongsiri,

2006).また雄蜂の触角のジョンストン器官に

は,9-ODAのレセプターが存在していること

から,オオミツバチでは女王蜂物質としての機

能を持っていることが示唆されている.セイヨ

ウミツバチの警報フェロモンとして知られてい

る酢酸イソアミルがオオミツバチの刺針器官に

多量に存在していることから,同じように警報

フェロモンとしての機能を持つことが示唆され

ている.ただし,ヒマラヤオオミツバチでは存

在していない.また,巣仲間認識に使われてい

る体表物質の化学成分などはわかっていない.

防衛行動

巣に対する防衛行動は,オオミツバチのグルー

プと他のミツバチとの間で大きく異なっている.

両種の防衛行動は,社会性膜麹目の中でも最も

執物で激しいことが知られている (松浦,1988).

オオミツバチの巣に数m程度まで近づくと刺さ

れることがある.また,巣を刺激すると400から

800頭の働き蜂がすぐさま集団で刺してくる.こ

れらの働き蜂は巣から数km以上離れても,執糊

に追いかけてくることが知られている.

また,両種の働き蜂は集団で腹部を高く背側

に上げて左右に大きく振るって書とともに巣の

表面に波紋状の大きな模様を作る振身行動 (シ

マリング)をとることが知られている,これは

鳥やスズメバチなどの捕食者に対しての視覚的

防衛効果があると考えられている(Mooseand

Flottum.1997).

天敵

熱帯におけるオオミツバチ亜属の天敵には,

ダニ,鳥,スズメバチ,クマ,ヒト, トラな

どが捕食者となっている (01droydandWong-

siri,2006).中でも多数の鳥類によりオオミツ

バチやヒマラヤオオミツバチの巣が捕食され

ている.山岳地域において,ミドリハチクイ

MempsoTjentaJJ'Sがオオミツバチやヒマラヤ

オオミツバチを捕食 している.早朝,まだ気

温が 1 0 ℃以下と低く働き蜂の活動が鈍い時に,

100羽以上が集まってきて数羽が共同で巣を

襲い捕食する.地上に落下した巣は,スズメの

仲間であるヒメオウチュウDl'cI･uL･uSaeneuSや

シキチョウCopsycJ7uSSaulan'Sなどが食べてい

る.オオミツバチの巣の捕食に特化しているア

オムネハチクイNyctyolm'salhertonjやハチク

マPeI･nl'sptl'loT17ynCuSが主に蜂児やハチミツ

を捕食していることも観察されている.これら

鳥類の捕食は両種ともに巣を放棄する原因に

もなりえる.またヒマラヤオオミツバチの越冬

集団も捕食を受けている(Underwood,1990).

アジアに生息 しているマ レーグマHelarctos

malayanus,ナマケグマMeJuISuSurS1-Bus,ツ

キノワグマUTSuSd7jbelanuがミツバチの巣を

襲うことが知られている.また,バングラディ

シュにおいてベンガル トラPand7eTalJgTl'Sが

マングローブなどの低い場所に営巣したオミ

ツバチの巣を襲っているのが観察されている

(01droydandWongsiri,2006)･

現在でもアジアでは,昆虫は重要な蛋白質源

として利用されるためヒトもオオミツバチグ

ループには重大な影響を与えている.特にイン

ドではハチミツの約 80%がオオミツバチから

採集されている.インドネシアでもハチミツの

90%以上がやはりオオミツバチ由来といわれ

る.古来からオオミツバチは重要な狩猟採集の

対象となっている.タイでは年間4-5万個

程度のミツバチの巣が市場取引されていて,そ

のほとんどがオオミツバチの巣であると推定

されている(OldroydandWongsiri,2006).こ

れらのことからも,ヒトによる採集活動が大き

な捕食圧になっていると思われる.ネパールで

は,岩場に営巣したヒマラヤオオミツバチの巣

をその地域の部族が採集している.



スズメバチによる捕食の観察例はないが,秦

そらく大型の種により捕食されていると考えら

れる.その他の昆虫類ではオオミツバチの巣を

ハチノスッヅリガが食害することが報告されて

いる.また,ボルネオ島ではメンガタスズメ

の 1種が夜間に蜜を吸いにきているのが観察

されている.ヒマラヤオオミツバチではこれら

の種の寄生は見つかっていない.一方で,ネパ

ールではヒマラヤオオミツバチに寄生性のミ

ツバチシラミバ工科のMegabllaulaoneTOSaと

M anfecessorの2種が高い頻度で寄生してい

ることが報告されている.このミバエ科の寄生

は,これまで他のアジア産ミツバチでは見つか

っていない.また,ボルネオ島においてメバ工

科の寄生バエPJ7ySOCePhaJaparrallell'ventIIsが

オオミツバチに寄生することが報告されている

(01droydandWongsiri,2006)･

寄生性の主要な天敵としては他にダニ類がい

る.オオミツバチグループの巣内には非寄生

性のダニと外部寄生性のダニが見つかってい

る(01droydandWongsiri,2006).オオミツバ

チの体からは非寄生性のダニNeocJPholaeJaps

I'ndl'caが見つかっている.本種はミツバチに付

着することにより花間を移動して花粉を食べて

いると思われる.またコミツバチや トウヨウ

ミツバチやなどからも見つかっている.Tarso-

nemidae科のAcarapl'swoodlは気管に入って

血液を吸う寄生性のダニでオオミツバチに寄生

している,

オオミツバチおよびヒマラヤオオミツバチか

らは,2種のLaelapidae科のダニが見つかって

いる.両種ともにトゲダニTTOPllaeJaps属のダ

ニで,それぞれミツバチトゲダニTropl'1aelaps

clareae(DelfinadoandBaker.1961)i**I
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ツ/げ トゲダニTkoemgerum (Delnnadoand

Baker,1982)がオオミツバチ亜属に特異的に

見つかっている (表4).このうちミツバチト

ゲダニの一部の系統がセイヨウミツバチにも寄

生するようになった.

この他にオオミツバチからはThaiSacbrood

VirusrTSBV)が見つかっている (Morseand

Flottum,1997).オオミツバチグループからは,

細菌,真菌,原虫などは見つかっていないが,

今後調査が進めば,これらを含めた新規の寄生

者や病原体が発見される可能性は充分にある.

終わりに

オオミツバチとヒマラヤオオミツバチ2種の

系統と生態について,これまでの研究結果を簡

単ではあるがまとめてみた.オオミツバチはミ

ツバチ属の中で最も熱帯に適応した種であり,

一方のヒマラヤオオミツバチはヒマラヤ山脈地

帯という寒冷地に進出したミツバチである.こ

の両種は,セイヨウミツバチなど普段私たちが

よく目にするミツバチには見られない特有な生

態を持っている.両種の生息域は異なるが,資

源に合わせた効率的な夜間採餌,回帰移動,隻

団営巣,簡素な巣構造といった営巣習性や昆虫

では稀に見る集団防衛行動などの特異な習性

は,ミツバチの進化を考える上でも重要な特性

である.また,極端な多回交尾も本亜属の特徴

である.

最近,ネパールにおけるヒマラヤオオミツバ

チの営巣状況についての調査が行われた結果,

今から20から30年前と比較してすべての調

査地で巣の数が減少していることが明らかにな

った.減少規模は少ないところで2分の 1,多

いところでは4分の 1となっていた(Joshiet

表4 オオミツバチ亜属にみられるダニ頬

科名 種名 寄生タイプ 宿主

Ameroseiidae

NeocJPhoJaeJapsapJ'coJa 花粉食 オオミツバチ
Tarsonemidae

AcaTaPJSWOOdJ' 内部寄生で体液を吸う オオミツバチ

Laelapidae
Tropl'JaeJapsclareae 外部寄生で体液を吸う オオミツバチ亜属

TTOPJJaeJapskoemgerum 外部寄生で体液を吸う オオミツバチ亜属
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a1.,2004).この減少原因として,近年起こっ

ている地球規模の温暖化による生息地での植生

変化やヒトによる捕食圧の拡大などによると考

えられている.このようなヒマラヤ山脈の秘境

とよばれる地域に生息する種であっても,私た

ち人間活動による影響を受けてしまっている.

これまで述べてきたように,適応的な特性をこ

こまで身につけているミツバチであっても,想

定外の生息環境の悪化による個体群の減少が進

むことは推測される.そのため,今後はミツバ

チを含めた生態系や景観の保全的な研究を進め

る必要があるだろう.
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ThepurposeorthlSreviewIStOaSSimllateexist-

ingknowledgeaboutthepresent巨lanthoneybees-

AplsdorsalaFabricius,1787andApislaborJlosa

Smith1871arebothnamesforgianthoneybeesI

Thisgroup.Ml'gapl'S(Ashmead1904)lSmostPeCul

liarhoneybees(genusApjs)andisrecognizedas

avalidspecieslnmOrphologlCalcharacterand

moleculardataTheSlanthoneybeeisthemost

commonovermostoftropicalAsia.A.dorsalais

anextremelywldespreadspecies.Occumngfrom

lndlaWesttOIndoneshiaeast,wlthtemporaryintro-

ductionpopulationinJapanThedistributionofA

JaboI-1'osaislocalltyrestrictedloHimalayanreg10n･

Thesehoneybeeshavecharacterhighlandortrop1-

Caladaptationsuchaslargenests,largebodysize,

andseasonalmigrationForsurvivalThenestis

bulltthesinglecombaroundatalltreebranchand
astratumofdensebushesTheneststructuresof

bothspeciesareveryresemble･TheA･Jaborjosa

arelargethesizeofworkersandnestthanthe

A.dorsata.GenitaliaofmalesarenotdiagnostlC
charactersforacleardistinctionbetweenboth

species･ThenumberofmatinginA dorsalaand

A.JaboTl'osaqueenswereabout54and34times,

respectivelywhichwerefoundtobepolyandryThe

A doI'SatafromtheirDCAs(dronecongregation

areas)a一tersunsetunderthespreadinglimbsortall

treesthatemergehighabovethemajorcanopyof
theforest.ThelocationoftheDCAsofAJaborIosa

isunknown.Nestdefensivebehav10rShowsastrong

defensiveresponseonA.dorsalaworkers･Thenatu-

ralenemyoFglanthoneybeesisknownpredator

andparasiteSuchaswaxmoth.mites.tiger,bear.

birdsandhuman.TheparasiticmilesTropJ'JaeJaps

claleaeandTropl'Jaelapskoenlgerumisassociated
withAdorsata.


